
農林高校の学びがさらに進化 

 ：令和４年度入学者選抜から「 」に改編して生徒募集！！ 
従来は、アグリサービス科・グリーンデザイン科の２学科80人募集でしたが、令和４年度から、地域創造に関連す

る専門領域に特化した「地域創造農学科」に改編して生徒募集（募集人員は80人を予定。11月に決定。）を行うこ

とが、６月４日に決定致しました。そこで、学科改編で学びがどのように進化しているのか、数回に分けて説明いた

します。今回はなぜ１学科にし、従来の８コースから「産業創造コース」「環境創造コース」の２コースにしたか説明

いたします。新学科の大きな学びの柱は、キャリア教育の充実（デュアルシステムの導入）と６次産業化の実践、コ

ミュニティ「農林」の確立（生涯学習の拠点校として地域交流を運営）です。従来のようにコースを細分化していたの

では、生産・加工・販売・流通まで一貫した学びが困難でした。そこで、２年次からコースでの学びを始め、専門学

習の深さを求めるとともに、２年次の商業科目「マーケティング」を必履修とし、コースを集約することでコース枠に

捉われることなく６次産業化の実践に向けた学びを実現するため学科改編したのです。３年次には希望者を対象

に、「農業」だけでなく、県下の農業高校では初めての「林業」「建設業」を対象としたデュアルシステムを導入しま

す。共学共創の環境を構築する中で、北信州の産業振興と持続的発展を支えるリーダーの育成を目指し、学びを

展開していきます。次号では、学校設定科目「北信州学」を中心に説明いたします。  

農林だより 令和３年度６月号 
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クラブ活動紹介：☆野球部 

現在、選手12名とマネージャー２名の計14名で活動しています。１年生の新入部員７名を迎え、今年度は春か

ら単独で活動をしています。初心者や高校から再度野球を始める選手もおりますが、各自がチームのために何が

できるかを常に考えて練習しています。「負けて腐らず、勝って驕らず」をチームのスローガンに、何度踏まれても

立ち上がる雑草魂と謙虚な気持ちを忘れずに白球を追い続けています。また、野球ができる喜びと感謝の気持ち

を胸に刻み、仲間を大切に楽しく元気よく一球に向き

合っています。新チームになっての活動は３ヶ月程度で

すが、少しずつチームとしてのまとまりができてきているこ

とを実感しています。７月５日の夏の大会初戦勝利に向

けて、声を繋ぎ、ボールを繋ぎ、そして心を一つに繋い

で、目の前の一球に全力でプレーしていきますので、今

後ともご声援を賜りますようお願いします。 

学科改編により農林での学びがパワーアップ（学科改編によるメリット）

１年 ２年 ３年

☆学び直しの継続
旧

新

カルチベーション（３単位）

北信州学（２単位）内で
学び直し学習を実施

カルチベーション
（１単位）

進路補習講座

進路補習講座

☆北信州学で地域を知り、
２年次からのコース学習で
専門科目の学びを深化

旧

新
北信州学で地域を知る

学科別学習

コース別学習
商業科目「マーケティング」

の導入

コース別学習

コース別学習
課題研究

☆キャリア教育の充実
（デュアルシステム）

旧

新

インターンシップ（秋）

インターンシップ（秋）

インターンシップ（春・秋）

インターンシップ（春・秋）
デュアルシステム
（希望者対象）

☆協働による多様な学び
旧

新

くくり募集

科で募集（１学科のため実質
は変更なし）

学科平均４０名

コース研究は課題や専攻ごと
７人程度の班編制

コース平均１０名

研究班がコースの枠を超え
連携と協働による課題研究

☆生涯学習の拠点 旧

新
北信州学で地域の要望を知る

全ての生徒が地域交流に
携わる

課題研究等での地域交流

自らの企画で地域交流を運営


